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（NO.9～NO.10）（海側地盤捨石置換、床堀）
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基準点座標値

計画平面図 S=1:250

中心点座標値

点  名 X座標 Y座標 標　高(D.L)
1018A 117853.004 99540.740 2.965

10B28 118100.353 99633.391 3.964
10B53 117926.302 99363.177 2.888

NT-1 117904.370 99553.572 3.055
NT-2 117946.251 99571.751 3.073

NT-3 117987.730 99589.563 3.079
NT-4 118029.842 99607.765 3.078

NT-5 118072.786 99635.995 3.351

点  名 X座標 Y座標
NO.0 118078.210 99638.818

NO.1 118059.756 99630.871
NO.2 118041.388 99622.960

NO.3 118023.019 99615.049
NO.4 118004.650 99607.138

NO.5 117986.281 99599.227
NO.6 117967.912 99591.316

NO.7 117949.543 99583.405
NO.8 117931.174 99575.494
NO.9 117912.805 99567.583

NO.10 117894.436 99559.673
NO.11 117876.067 99551.762

NO.12 117857.698 99543.851
EP 117851.324 99541.105

計画平面図

徳島県土整備事務所

X=117775

X=118000

S=1：250

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ８徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（企育）

当初設計図面

施工延長　L=20.0m



縦断面図

徳島県土整備事務所
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バックホウ浚渫

地盤改良(1) 中層混合処理工法

および盛上り土(1)

地盤改良(2) 中層混合処理工法

および盛上り土(2)

地盤改良(3) 浅層混合処理工法
および盛上り土(3)

海側地盤捨石置換工

地盤改良(4) 高圧噴射二重管工法
施工深度 -5.00～+1.80
および盛上り土(4)

地盤改良(5) 高圧噴射二重管工法
施工深度 施工深度 -1.00～+1.80
および盛上り土(5)
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（NO.9～NO.10）（海側地盤捨石置換、床堀）

亀裂

破損

ヒューム管Φ700

縦断面図 V=1/100
H=1/250

BM 10B28
D.L+3.964

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80
ヒューム管Φ700

▽-5.50

▽-5.00

▽-6.50▽-6.50
1:
3.
0

1: 3. 0

1:3. 0

▽-4.00

SH=1：250
SV=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面
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徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ８徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（企育）

施工延長　L=20.0m



▽-2.93

▽-9.73

▽-19.83

▽-27.83

▽-9.86

▽-19.36

▽-29.86

γt=18.8(kN/m3)

γsat=19.2(kN/m3),

γ'=9.1(kN/m3)

φ=31.5°(N値推定)

N=4.8

γt=18.0(kN/m3)

γsat=18.4(kN/m3)

γ'=8.3(kN/m3)

φ=32.3°(N値推定)

N=8.9

γt=17.9(kN/m3)

γsat=18.2(kN/m3)

γ'=8.1(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

N=4.1

γt=17.1(kN/m3)

γsat=17.3(kN/m3)

γ'=7.2(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)

N=3.7

γt=18.1(kN/m3)　,γsat=18.5(kN/m3)　

,γ'=8.4(kN/m3)

φ=31.2°(N値推定)

N=3.8

B層

As1層

Ac1層

Ac2層

Ac3層

As1層

Ac1層

Ac2層

Ac3層

γt=18.5(kN/m3)

γsat=18.7(kN/m3)

γ'=8.6(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)

N=8.4

γt=18.1(kN/m3)　,γsat=18.5(kN/m3)　,γ'=8.4(kN/m3)

c=1.791Z+17.266(Z=0 atD.L.±0.00)

N=4.1

γt=17.1(kN/m3)　,γsat=17.4(kN/m3)　,γ'=7.3(kN/m3)

c=1.791Z+17.266(Z=0 atD.L.±0.00)

N=3.7

γt=18.4(kN/m3)　,γsat=18.8(kN/m3)　,γ'=8.7(kN/m3)

c=36.65

N=9.0

▽-5.86
Ts1層

γt=16.2(kN/m3)　,γsat=16.3(kN/m3)　

γ'=6.2(kN/m3)

1:
0 .

5

被覆防食工

▽-2.00

L=3.0m

▽+1.65

▽-1.35

S=1:100

1.000% 現況合わせ

中
心
線

▽+0.39(H3 1測量)

鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

車止め 連続設置型 H30 0 あと施工タイプ

V型防舷材 H300*L2000

地盤改良(3)

地盤改良(2)

地盤改良(1)

▽-1.0
(ペトロラタム被覆)

主
動

崩
壊

角

4
5
°

地
震
時

▽-5.5 0

耐用年数50年 捨石荒均し

標準断面図(1)

1:3.0

徳島県土整備事務所

M.S.L　+0.90
R.W.L　+1.20

鋼矢板(既設)

YSP-U15 L=12.0

（末広物揚場 No.11+4.947付近）

標準断面図(1)
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セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

CO(既設)

計画天端高+3.00

▽+0.7

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10 .685

▽-1.0

コンクリート舗装

路盤

4000

地盤改良(浅層混合処理)

地盤改良(中層混合処理)

4000

403

AS

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

舗装工

▽+3.04 ▽+3.05 ▽+3.05

▽-5.0

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

4351 4515

13866

5000

2
0
0

3
0
0

仮想海底面-4. 260

1
5
.
8
°

地
震

時
受
動

崩
壊
角

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号

当初設計図面
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徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ８徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（企育）

※1 当該施設の安定性確保のため、床掘下端深度は最深値（-5.5)から0.3m以内にとどめること。

-5.8 m以上床堀した場合は、土砂または基礎捨石で-5.8 mまで埋戻すこと。

床掘中は、背後地(物揚場法線から，側溝までの範囲)に重機や資機材等を設置しないこと。

やむを得ず設置する場合は、発注者と協議を行ったうえで方針を決定する。

3000

7500

アルミ合金陽極2.0A

捨石投入　1～200kg

床掘



▽現況施設天端高 +2.99(H31測量)

1:
0.

5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.0 0

▽-2.00

耐用年数50年

▽+1.82(想定)

▽-2.18(想定)

（ペトロラタム被覆）

被覆防食工

名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動

崩
壊

角

45
°

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8. 707Y S P - I I I 型 (既往肉厚調査より)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.39

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.06▽+3.04

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +2. 99(H 31測量)

1:
0
. 5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.00

▽-2.0 0

▽+1. 82(想定)

▽-2. 18(想定)

（ペトロラタム被覆）

被覆防食工

名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動

崩
壊
角

4
5
°

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

床掘 グラブ床掘 〃

〃

11.01

7.88捨石置換

床掘 グラブ床掘 〃

〃

13.06

7.88捨石置換

捨石荒均し

1:3.0

捨石荒均し

1:3.0

1～200kg

1～200kg

横断面図(1)

徳島県土整備事務所

S=1:100

1
:0

.
5

1:
0.

5

横断面図(1)

AS AS

L .W.L　D.L+0 .00

H .W.L　D.L+1 .80

舗装工

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.7 05Y S P - I I I 型 (既往肉厚調査より)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.39

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.07▽+3.04

▽-4.0

CO(既設)
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地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.48
8.04

6.98

16.48
3.6

14.17

4.12
0.9
3.54

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

7.20
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地盤改良（2）
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〃
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〃

〃
〃
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〃
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〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃
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16.48
3.6
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4.12
0.9
3.55

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

7.18

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)
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盛上土(3)
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仮想海底面-5.333
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徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ８徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（企育）
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コンクリート舗装

路盤
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0
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＜参考図＞　汚濁防止フェンス設置・撤去

徳島県土整備事務所

汚濁防止フェンス取付部詳細図汚濁防止フェンス係留詳細図

＜参考図＞　汚濁防止フェンス設置・撤去

汚濁防止フェンス設置・撤去

S=図示

M-16アンカーボルト

係留ロープ

M-16アイボルト

S=1:10S=1:50

S=1:500

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

設計用水深 -4. 0～-5.0m

単独フロートφ300/カーテン♯300  H=7 m

アイボルト
M-16アンカーボルト

汚濁防止フェンス

253006

フューム管Φ700フューム管Φ700

S=図示

工 事 名
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図 面 名
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図面番号
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徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ８徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（企育）

汚濁防止フェンス設置・撤去 単独フロートφ300/カーテン♯300 H=3m L=60m


